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－土壇タイプ
（検土技による簡易土壇調査と土壇断面調査（層位区分、土色、土
性、有効土層、土壇構造等）の結果および現地で入手した既存の土
壇図からUSAsoil taxonomyが定義する土壊タイプに分類）
銃櫨
（石様等で測定不可の地点を除いて深さ60cmまでの抵抗値を10cm
ごとに測定）
－実刑生Pl!'£
（圃織の対角iこ2点調査地点を陵定。1地点あたり9株の刈り取りを
行い、籾を乾燥させ纏載密度より乾物重を求め、実測生産量（t/ha)
とした。調査圃場21圃編。金デー タ42個。）
これらの問題を解決するために、各種環境条件に合った、議矯適地
を還び、安定して生産・滑産するための適応策の提案を行う必要。
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各調査圃場を3つの土壇タイプに分類
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土ll~イプ期金蔵貨の平勾健と.準僑.
l i鴨川町間 l a01 ¥_ ~ I •Entisollま深部吋らカ崎町制こため根
｜断面中の亀裂等の生 ｜ ｜角礁が観察されたこと｜ ｜下層に長期間に渡る風化 ｜！ ω｜ ！ の成長などに開を与え、生産量は全体として
成が全く判断できず粘 から母材は河成堆積 ｜ ｜の痕跡が認められた。氷 I 70 I ’ 低かったと考えられる。
土質の土場が確認でき ではないと思われた。｜ ｜が漫み出していたが硬 ｜土紛イプ期の貫入抵抗値の平均値と僻偏差 ・In四 ptisolは載培に適していると言われているよ
た。水が漫み出し柔ら 硬さにばらつきがあっi｜かった。 ｜ うに生産量の平均は他より高かった。
！かかった。 I ，た。 I ・ 'I ・Ultisollま栄養素が少ない土壇のため生産量は
． 4也より少ない傾向になると思われたが、テー タ数
js.4土壇タイプ期の生産量と各締果データとの関係 ｜ が少ないためか特徴は見られなかった。
生産震と各衛星データの相関係数（・：5%水滋で有意。“：1%水準で有意）
～～～～』 全体（42) Entisol(8) lnceptisol (26) Ultiso1(8) 
緑 -0.378本 -0.655 -0.203 -0.248 
赤 -0.451料 -0.715• -0.103 -0.677 
近赤 0.374牢 0.873紳 -0.012 0.608 
中赤 0.057 -0.260 0.228 -0.321 
NOVI 0.442紳 0.800本 0.035 0.673 
GNDVI 0.436** 0.766* 0.058 0.574 
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土壇による膨響は衛星データにも
表れていることが認められ、
Entisol、Ultisolでは全データでの
相関係数より高くなった。
土埴タイプで分類することにより生
産量推定式の精度が向ょする可
能性が見出せた。100 110 120 BO 140 
近赤外法長DN値
土1；イブ期生産量と近赤外波長ON僅の関係
lnceptisolには貫入限界の深さに大きなばらつきがあった。このばらつきが水稲の生長
において重要な担の侵入や水の漫透に影響し生産量が低下したため、土壇タイプ別に
分けた場合の相聞が低かったと考えられ、今後さらに検討が必要である。
11 6まとめ
・土壇翻査を行った結果、調査問場の土壇タイプIまEntisol、In臼 ptisol、Ultisolの3
種類に分類された。
・また貫入紙抗値を測定した結果、土繊タイプによって異なる物理特性を示すこ
とが分かった。
・Entisolとlnceptisolの土壇タイプでは土埴の膨響により生産量が異なることが示
された。
－土壇タイプ別の実測生産量と衛星デー タとの関係は、Entisol、Ultisolでは全体より高い
相関係数が得られた。一方、 lnceptisolでは相関関係はなかった。これはlnceptisolの貫
入限界の深さのばらつきによるものだと推測される。
・土壇による影響は衛星デー タにも表れていることが包められ、土纏タイプで分類するこ
とにより生産量推定式の精度が向上する可能性が見出せた。
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